
第 8 回 

丸森地区河川防災ステーション利活用検討部会 

 

                日 時：令和５年１２月２５日（月） 

          １３：３０〜 

場 所：丸森町役場 ３０２会議室 

 

 

次   第 

 

１ 開会 

 

２ 報告 

 ⑴ 今後のスケジュール 

 ⑵ 第３回検討委員会、第７回検討部会の意見と対応 

 

３ 議事 

 ⑴ 河川防災ステーションの施設レイアウトについて 

 ⑵ かわまちづくりについて 

 ⑶ 防災と災害伝承について 

 ⑷ その他 

 

４ 閉会 
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Ｎｏ 団体名 所属等 氏名 備考

1 東北大学 災害科学国際研究所准教授 平野　勝也

2 東北大学 災害科学国際研究所准教授 柴山　明寛

3 丸森町観光物産振興公社 理事長 横山　博昭

4 丸森町商工会 副会長 船山　俊一

5 丸森町消防団 団長 佐藤　隆

6
熱中小学校　丸森復興分校
(元仙南地域広域行政事務組合)

教頭
（消防長）

宍戸　克美

7 オープンジャパン 副代表 肥田　浩

8 まるもり女子重機隊 斎藤　百合子

9
MARUMORI-SAUNA株式会社
（株式会社　伊具緑化）

代表取締役 阿部　秀一

10 （有）半澤牧場 代表取締役社長 半澤　善幸

11 ＪＡみやぎ仙南 丸森地区事業本部長 水戸　慎太郎

12 丸森町商工観光課 課長補佐 安達　勉

13
株式会社フードスタジオマンマ
（MARUIMORI CAFE）

代表取締役社長 中津川　かおり

14 株式会社スティーブアスタリスク 代表取締役社長 太田　伸志

丸森地区河川防災ステーション利活用検討部会 名簿（令和５年度　第７回～）



丸森地区河川防災ステーション利活用検討部会 配席図

会場：丸森町役場 ３階 ３０２会議室
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第７回（2023 年 10 月 2 日） 丸森地区河川防災ステーション利活用検討部会の意見(その１) 
対応欄 赤字：主に丸森町、青字：主に国土交通省 

大項目 小項目 意 見 対 応 

１．河川防災ステーションの施設

レイアウトについて 

 

(1)資材置場関係の整備方針 

  

 

【フェンスなど囲い方のデザイン】 

○フェンスで全体を囲う、または土塁（資材目隠し）部分にはロープ柵を回すなどの対策をした

場合のレイアウトを検討する。その際、資材置き場の保安基準、施設整備レベル等決まったも

のがあれば尊重しなければならない。 

○したがって、保安水準を満たすフェンスや施錠の必要性を検討しつつ、見た目をよくする囲い

方（フェンス、土塁＋ロープ柵、ゲートなど）のデザインを検討したい。 

〇確認します（国交省） 

○あまりフェンス高が高すぎでも、使用する際重機の

邪魔になると使い勝手が悪い。そのあたりを検討し

ます。（国交省） 

【カメラの設置】 

〇CCTV カメラの設置は考えているか。 

〇設置については今後検討。設置する場合は、堤防上

に設置されると考えています。（国交省） 

○防犯対応は水防センターに設置と想定します。資材

置き場も見られるよう首を振れるタイプで検討にな

ると考えます。 

【照明の設置】 

〇県道からの入り口には照明がつくのか？ 

○照明の設置計画が必要。夜間のにぎわい利用の照明もあり、町主体で計画を作るのが望ましい。 

○基本的な照明は役場、更なる魅力づくりの照明は事業者など、令和の考えで整理を進めてほし

い。 

○照明・ベンチ・東屋などの建築の外構部分は建築と一体的に考えるべき。現在、検討している

プロポーザルに含めて考えるという方法もある。 

〇今後、関係機関で協議して進めます。 

〇駐車場付近は、町で照明計画を作成します。（丸森

町） 

【国と町の分担】 

○施設インフラとして「災害時」に必要なものは国で整備してほしい。 

○資材置き場の他の整備の分担（土砂置き場の芝張等）については国と町で決め、議事録を残し

ておくこと。（国職員は頻繁に異動するため最初から説明が必要になる） 

〇今後、国と町で協議して進めます。 

 

(2)河川防災ステーション内の排水施

設について 

〇先日、松島町の防災ステーションを見に行った際、大雨出水時に周辺からの泥水が大量に流入

してきて、路面排水枡がすぐに泥で一杯になった旨現地で話を聞いた。深い枡が必要ではない

か。 

○既存の防災ステーション等の泥落としの設備（重機用・作業者用）について調べ、排水計画を

部会で話し合ってほしい。 

〇現地の地形状況等確認し、必要性を検討しました。

その結果、本防災ステーションは高台であり、周辺か

ら泥水が流入する状況にはありません。排水施設は

通常の規模で設計を進めます。（国交省） 

 

(3)テントの固定について 〇アスファルト舗装に穴を開けてアンカーを埋め込んで蓋をしておけば、テントを固定できる。

風の強い女川町で実践している。 

〇ご指摘の事例を参考に今後検討します。（丸森町） 

(4)埋設配管の想定 〇イベント広場や芝生広場などでの、上水・下水の利用や電気・照明の利用などを考えると、あ

らかじめ埋設配管をしておく必要がある。 

〇埋設配管の必要性および設置方法は今後検討しま

す。（丸森町） 

(5)防火水槽の設置 〇上水が止まった時も水の利用が可能となるよう防火水槽（貯水槽）を設けることが望ましい。 

〇井戸を掘る計画になっているので、井戸水を利用した防火水槽を設けることを検討したい。（普

通の防火水槽は 40 トン程度） 

〇井戸水を利用した給水槽の設置について検討しま

す。（丸森町） 

２．かわまちづくりについて 

 

(1)中心市街地との連絡路 〇「川の駅」と斎理屋敷がある中心市街地を結ぶフットパスも検討してほしい。 

〇鳥屋館（鳥谷嶺神社）の参道と交差する街路が屋敷町を貫いていた往時の街路。ＪＡみやぎ仙

台丸森の前を通り、やまゆり館のあたりで中心市街地の道路に接続していた。南に下れば斎理

屋敷に着く。（鳥屋舘からはかわみなとフットパスで「川の駅」に接続） 

〇ご指摘いただいたルートを含め「川の駅」と中心市

街地を接続するフットパスを検討します。（丸森町） 

(2)内川との三角形合流点 

（ブロック製作ヤードについて） 

○前平舘副所長は、三角形の土地については、将来、浚渫土の置き場など検討していると発言し

ていたが構想は決まっているのか？ 

○町としては、現計画の駐車場では容量が少ないと考えており、三角形の土地を駐車場に出来な

いか検討していただきたい。 

○国で舗装してもらいたいという意見もあれば、舗装と決めつけると駐車場以外の使用勝手が無

くなるとの意見もある。 

○三角形の土地利用については、確定した考えは現在

ありません。所内の計画を踏まえ確認します。（国交

省） 

 

 

  

資料－４ 



第７回（2023 年 10 月 2 日） 丸森地区河川防災ステーション利活用検討部会の意見(その２) 
対応欄 赤字：主に丸森町、青字：主に国土交通省 

大項目 小項目 意 見 対 応 

３．防災教育・防災学習 

 

 

 

 

 

(1)展示の基本的な考え方 【展示空間は災害時にも利用】 

〇展示場所は、基本的に災害時には水防団指令室として利用されるので、可動式の展示空間にす

る必要がある。 

【小中学校の防災学習の場とする】 

〇丸森小・舘矢間小・丸森中の防災学習の成果を「手作り防災展」として展示する。 

〇教育委員会と連携し、防災学習の時間を各学校・各学年で設けてもらう。 

【町内向けか町外向けか】 

〇町内のみなさんが二度と同じような被災をしないことが大前提なので、町内向けの視点が主、

町外向けは従とする。 

【地域を見て回る】 

〇この施設で説明するのだけではなく、地域の被災地や防災対策を見ていただくように工夫す

る。 

【週替わりでテーマを変えて見せる】 

〇展示面積が小さいので、週替わりで展示のテーマを決めて見せる方法もある。そうすれば、町

民の方々も繰り返し訪れてくれる。 

〇提示いただいた考え方を展示計画の基本方針とし、

今後の計画・設計を検討する。（丸森町） 

(2)地図を活用する 〇国交省で作成した「阿武隈川と周辺地形」の図がある。丸森町が全部入っており、川と町の関

係が一目でわかる。この地図を常設展示してほしい。一区画を作って展示してほしい。 

〇該当の図面を確認し、具体的な展示方法を検討す

る。（丸森町） 

(3)今回の災害のポイントを知らせる 〇今回の災害は「土砂災害」によるものである。なぜ防災遊砂地ができるのか、小さな川に大き

な遊砂地がなぜ必要なのか、そのわけを知らせる必要がある。 

〇30 分足らずでとんでもなく水位が上がった。今回の災害は五福谷の中だけでも複雑です。そう

したことを理解できる展示・映像・説明が必要だ。 

〇絶対に町の人のために造るべきだ。町の人にしかわからない、難しいこと・複雑なことを紹介

することで構わない。河川堤防が川の外から壊されたというのは、ものすごく珍しい現象です。 

〇ご意見を踏まえ、今回の土砂災害に焦点を当てた展

示方法を検討する。（丸森町） 

(4)災害の体験が貴重な情報である 〇やっぱり体験した人の言葉、リアルな言葉が本当に胸に来る。 

〇体験した人の証言は、今しか聞けないし今しか映像としてのこすことができない。ぜひ今回、

取材させていただいて残していきたい。 

〇ご意見を踏まえ、貴重な証言を数多く収集できるよ

う検討する。（丸森町） 

(5)防災マップの理解を進める 〇町で防災マップを配布している。お年寄りだけの家庭ではなかなか活用されていないように見

受けられる。わかりやすい情報発信をこの施設で考えてほしい。 

〇防災マップについての情報発信について検討する。

（丸森町） 

(6)外部空間での防災展示の取り扱い 

（建築プロポーザルとの関連） 

〇建物内だけの議論か、外部空間も含めた議論なのか、建築プロポーザルでの対応は？ 

〇建物内の防災学習コーナーは 100％「防災学習」、外部空間について「日常利用」が主で、一部

説明が必要なものだけ説明板をつけることでよいと思う。 

〇外部空間については、日常利用を優先し必要な個所

に説明版を設けることとする。（丸森町） 

(7)アウトドアメーカーとの協賛 

 

〇「防災」という切り口だけだと一般の人は入りにくいと思うので、アウトドアのメーカーと協

賛して「アウトドア活動で生きる力を養う」という中に「防災」を取り込むことが望ましいと思

う。 

〇ご意見を踏まえ、アウトドア活動と防災との関連を

検討する。（丸森町） 

(8)展示計画の進め方 ○展示計画・設計は、柴山先生と相談して、専門のコンサルタントに委託してほしい。 〇ご意見を踏まえ、具体的な計画・設計方法について

検討する。（丸森町） 

４．その他 

 

(1)「川の駅」事業のキャッチコピー ○この事業のコンセプトは「健康とアウトドア」です。この事業全体をひとことで表す素敵なキ

ャッチコピーを考えていただきたい。（平野部会長） 

〇わかりました。考えておきます、（太田委員） 

〇折に触れ太田委員に検討状況をお聞きする。（丸森

町） 

(2)対岸高水敷の牧草地利用 ○伐採面積は 14 町歩で確定した。今後、利用者の方々と現地を見て、利用する場所・範囲を確

定することとなる。 

〇具体的な利用場所・利用方法が決定したら部会に報

告する。（丸森町） 
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第８回丸森地区河川防災ステーション利活用検討部会 説明資料
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例：閖上防災ステーション

丘状の起伏案
備蓄土砂置き場に小高い
丘を形成し、子供の遊び
場、イベント時の観覧席
として利用する

３-⑴ 河川防災ステーションの施設レイアウト 資材置き場段差と土塁の整理 1

1．段差・資材置き場の目隠しを目的として、資材置き場部分の地盤高を下げて、段差を設ける。

・段差は、上流端で1.0mとする（根固めブロックの高さ約2mを、土塁の高さH＝1.1mと合わせてカバーする）。

・資材置き場には、下流側に1％の排水勾配を設ける。下流側の周回道路の勾配は、南側2％、北側5％となる。

2．土塁・資材置き場の目隠しとして、資材置き場の北側、西側に土塁設ける。侵入防止の安全柵を兼ねる。

・土塁の高さは、H＝1.1mとする。天端幅0.5m、法勾配1:1.0とし、種子吹付により法面保護をする。

・災害時の防災活動時は、土塁の土砂を段差に撒きだして斜路を作り、資材置き場に重機が直接乗入れできるようにする。

3．フェンス・フェンスは資材置き場の全周のうち、土塁がない部分に設置する。

・フェンスの諸元（H＝1.1m、「防護柵の設置基準・同解説」より歩行者の転落防止を目的とする）

【フェンス高さ】

【排水勾配】

河川構造物設計要領,国土交通省中部地方整備局河川部,R4.12,p2-2-67より引用

防護柵の設置基準・同解説 , 公益社団法人 日本道路協会 P72,73より引用


